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令和２年10月８日（木）に、「県立スポーツセンター」について調査を実施した

ところ、その概要は次のとおりでした。 
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１ 調査の概要 

(1) 調査箇所 県立スポーツセンター 

(2) 出席委員 赤野委員長、川崎副委員長 

桝、田村、田中(徳)、いそもと、松田、佐々木(ナ)、 

市川(さ)、鈴木、佐藤(圭)、さとう(知)の各委員 

(3) 調 査 日 令和２年10月８日(木) 

 

２ 県立スポーツセンター 

(1) 調査目的 

県立スポーツセンターは、県の総合的なスポーツ推進拠点として、昭和43

年の開設以来親しまれてきた県立体育センターがリニューアルオープンした

もので、屋内50メートルプールやバリアフリーを施した多目的フロアである

スポーツアリーナ２、全室車椅子対応の宿泊棟も新設され、生涯スポーツ、

パラスポーツ、競技スポーツなど様々なシーンで利用できる施設である。 

また、同施設は県民の心と体の健康づくりを目指したスポーツの振興を図

ることを設置の目的とし、健康で明るく豊かな生活及び活力ある地域社会の

実現を目指す生涯スポーツの推進の取組も行っている。 

そこで県立スポーツセンターにおける、スポーツに関する事項の取組を調

査することにより、今後の委員会審査の参考に資する。 

(2) 主な説明項目 

   全ての県民のスポーツ振興拠点として、また、東京2020オリンピック・パ

ラリンピック競技大会の事前キャンプに活用できるよう令和２年４月にオー

プンの予定だったが、新型コロナウイルス感染症の影響で延期となり７月21

日に供用開始となった。 

   現在、利用者にも新型コロナウイルス感染防止対策に御協力をいただき、

徐々に利用時間等の拡大をしながら運営しているところである。 

   スポーツアリーナ１は、第53回かながわ・ゆめ国体のために整備された体

育館で、約2,000名収容できる観覧席を備えている。 

   今回整備されたスポーツアリーナ２は、メインフロアのほか、１階にボク

シング、フェンシング、ウエイトリフティングの各専門競技のフロア、屋内

50メートル８レーンの温水プールを設置し、２階にはトレーニングルーム、

障害者スポーツに配慮した多目的ルーム１、ダンスなどに利用しやすい多目

的ルーム２を設置している。また、各種事業で活用するための高度な身体機

能測定を行うための運動能力筋力測定室も設置している。 

   陸上競技場は、観覧席をリニューアルし、トラックとフィールドの修繕を

行い、第２種公認の陸上競技場として再整備している。 

   補助競技場は、新たにナイター設備を設け、全天候の300メートル補助ト
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ラックを設置し、フィールド部分にはフットサルコートを２面設置してい

る。 

   球技場２は、新たに人工芝球技場に全面リニューアルされている。また、

球技場１は、天然芝で、スポーツアリーナ１同様かながわ・ゆめ国体時に整

備されたものである。 

   テニスコートは、新たにナイター照明を設け、砂入り人工芝８面を設置し

た。 

   宿泊棟は、２階、３階が同じ造りになっており、全42室で、通常１室２名

で84名の利用ができる。部屋にはエキストラベットも用意されており、小学

生であれば、１室４名で168名の宿泊が可能となっている。 

   また、全館バリアフリー対応となっており、全室に車椅子のままで回転可

能なユニットバスを完備している。 

   グリーンハウスは、旧藤沢カントリークラブのクラブハウスだった歴史的

建造物で、施設の総合受付窓口、ラウンジ、ミーティングルームを備えてい

る。また、３階には展示室を設け、藤沢カントリークラブ時代の写真なども

展示している。 

   県立スポーツセンターへのアクセスに関しては、以前は善行駅前から階段

を使用する場所に藤沢市がエレベータを設置し、アクセスも含めスポーツセ

ンターエリア一帯がバリアフリーとなった。 

(3) 主な質疑応答 

質 疑  大きな大会も開かれ、一方で地域のスポーツチームも使用する

など様々な団体、協会等が利用されると思うが、県立スポーツセ

ンターは主にどういうターゲット層向けに造られたものなのか。 

応 答  利用の対象は、子供から高齢者まで幅広くどなたでも利用する

ことができ、併せて、バリアフリーにもなっているので、障害者

にも分け隔てなく皆様が利用できる施設としている。 

     それぞれの市町村で大会を行った後の県大会のような全体をエ

リアとする大会、県が主催する関東大会などの大きな大会、今年

度予定であった東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会

事前キャンプなど、事前に予約いただくことで、施設を利用する

ことができる。 

質 疑  施設予約システムで予約できるものとできないものがあると思

うが、その違いは何か。 

応 答  優先予約が終わった後に、施設予約システムの予約がオープン

になり、団体の方などがテニスコート、球技場、体育館等施設予

約システムで予約できる形となっている。スポーツアリーナ２に

あるボクシング、フェンシング、ウエイトリフティングなどの専

門的な競技は、安全面の観点から各種協会等の団体に限って、電
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話等の予約で利用することができる。 

(※ 上記以外の質疑は、施設見学中に随時行われた。) 
 

  
(4) 調査結果 

県立スポーツセンターでは、リニューアルオープンした施設を活用し、健

康で明るく豊かな生活及び活力ある地域社会の実現を目指す生涯スポーツの

推進の取組を進めている。 

以上のように、県立スポーツセンターにおけるスポーツの取組に関する調

査をしたことにより、本県の今後の施策を審査する上で、参考に資すること

ができた。 
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<参 考> 

 

１ 随 行 者 安岡主査(議会局議事課)、長沼副主幹(国際文化観光局総務室)、  

長洲副主幹(スポーツ局総務室) 

 

２ 調査箇所側出席者 

  大塚スポーツセンター所長、坂本同事業推進部長、 

平田スポーツ局長、加藤木スポーツ課長、千葉スポーツ局企画調整担当課長、 

福田国際文化観光局企画調整担当課長 


